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（
）
は
２

８
年

度
予

算
額
、

[
］

は
２

８
年

度
第

２
次
補

正
予

算
額

平
成
２
９

年
度
予
算

額
１

０
２

億
円

（
１

０
４

億
円

）
［

３
０

１
億

円
］

私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
（
他
局
計
上
分
含
む
）

６
０

億
円

（
５
６

億
円
）

［
３

０
１

億
円

］
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
金

２
９

億
円

（
３
２

億
円
）

私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
金

１
３

億
円

（
１
６

億
円
）

＜
他
に
、
財
政
融

資
資

金
３

１
７

億
円

（
４

１
７

億
円
）

＞

○
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
防
災
機
能
強
化
を
更
に
促
進
す
る
た
め
、
校
舎
等
の
耐
震
改
築
（
建
替
え
）
事
業
及
び

耐
震
補
強
事
業
等
の
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
整
備
を
重
点
的
に
支
援
。

○
２
８
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
い
た
耐
震
改
築
へ
の
補
助
制
度
を
３
０
年
度
ま
で
延
長
。

私
立
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備
の
推
進

１
．
耐
震
化
等
の
促
進

４
９
億
円
（
４
５
億
円
）
［
３
０
１
億
円
］

２
．
教
育
・
研
究
装
置
等
の
整
備

５
３
億
円
（
６
０
億
円
）

○
各
学
校
の
個
性
・
特
色
を
活
か
し
た
教
育
研
究
の
質
の
向
上
の
た
め
の
装
置
・
設
備
の
高
機
能
化
等
を
支
援
。

耐
震
改
築
（
建
替
え
）
事
業

耐
震
補
強
事
業

そ
の
他
耐
震
対
策
事
業
（
非
構
造
部
材
等
、
利
子
助
成
）

※
端
数
処
理
の
都
合
上
、
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

２
２
億
円

１
９
億
円

９
億
円

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
に
よ
る
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
】

能
動
的
な
学
習
を
促
す
環
境
整
備

【
自

動
ペ
プ
チ
ド
合
成
機
】

筋
疾
患
に
対
す
る
統
合
創
薬

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
耐
震
化
未
完
了
の

建
物
に
は
甚
大
な
被
害
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私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備
推
進
事
業

平
成
29
年
度
予
算
額

１
２
億
円

１
．
事
業
の
内
容

私
立
の
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、私
学
の
特
色
を
活
か
しつ
つ
コン
ピュ
ー
タや
イン
ター
ネ
ット
等
を
活
用
した
教
育
を
推
進
す
る
と

とも
に
、次
期
学
習
指
導
要
領
も
踏
ま
え
た
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニン
グ
等
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、コ
ンピ
ュー
タ等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備

の
購
入
費
の
一
部
に
つ
い
て
国
が
補
助
を
行
う（
補
助
率
1/
2）
。

２
．
事
業
の
対
象

私
立
の
高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校
、中
学
校
、小
学
校
、義
務
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

３
．
補
助
対
象
設
備

コン
ピュ
ー
タ（
パ
ソ
コン
、タ
ブ
レ
ット
、サ
ー
バ
等
）
、ソ
フト
ウェ
ア
（
D
VD
、ラ
イセ
ンス
等
）
、周
辺
機
器
（
プ
リン
タ、
ス

キ
ャナ
ー
等
）
ネ
ット
ワ
ー
ク関
連
機
器
（
ル
ー
ター
、モ
バ
イル
端
末
等
）
、視
聴
覚
関
連
機
器
（
デ
ジ
タル
カメ
ラ、
電
子
黒

板
等
）
、附
帯
工
事
費

※
補
助
対
象
経
費
の
限
度
額
は
50
0万
円
以
上
4,
00
0万
円
以
下

（
平
成
28
年
度
予
算
額
1２
億
円
）

４
．
予
算
の
推
移

年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

予
算
額

1.
5

0.
1

9.
9

12
.0

12
.0

（
単
位
：
億
円
）

※
上
記
の
ほ
か
、2
4年
度
補
正
19
.8
億
円
、2
5年
度
補
正
20
.0
億
円
、2
6年
度
補
正
0.
9億
円
を措
置
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平
成
２
９
年
度
予
算
額
（
私
立
大
学
等
関
係
予
算
）
の
ポ
イ
ン
ト

※
括
弧
内
は
２
８
年
度
予
算
額
。
数
字
は
概
数
。

特
別

補
助

【
４

６
４

億
円

（
４

５
１

億
円

）
】

2
0
2
0
年

度
以

降
の

1
8
歳

人
口

の
急

激
な

減
少

を
見

据
え

、
自

ら
の

特
色

を
活

か
し

て
改

革
に

取
り

組
む

大
学

等
（
地

域
で

輝
く
大

学
等

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

な
ど

経
済

・

社
会

の
発

展
に

寄
与

す
る

取
組

を
行

う
大

学
等

）
を

重
層

的
に

支
援

す
る

。

○
私

立
大

学
等

改
革

総
合

支
援

事
業

１
７

６
億

円
(１

６
７

億
円

)
※

上
記

の
一

般
補

助
及

び
特

別
補

助
の

内
数

教
育

の
質

的
転

換
や

地
域

発
展

、
産

業
界

・
他

大
学

等
と

の
連

携
な

ど
大

学
の

特
色

化
に

向
け

た
改

革
に

全
学

的
・
組

織
的

に
取

り
組

む
大

学
に

対
し

て
重

点
的

に
支

援
す

る
。

・
各

大
学

の
特

色
化

・
資

源
集

中
を

促
し

、
複

数
大

学
間

の
連

携
、

自
治

体
・産

業
界

等
と

の
連

携
を

進
め

る
た

め
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

形
成

支
援

の
タ

イ
プ

を
新

設
。

（
複

数
校

の
申

請
に

よ
り

、
５

～
１

０
グ

ル
ー

プ
を

採
択

予
定

）

○
私

立
大

学
研

究
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

５
５

億
円

(５
０

億
円

)
※

上
記

の
特

別
補

助
の

内
数

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
大

学
の

特
色

あ
る

研
究

を
基

軸
と

し
て

、
全

学
的

な
独

自
色

を
大

き
く
打

ち
出

す
取

組
を

行
う

大
学

に
対

し
て

重
点

的
に

支
援

す
る

。

（
新

規
採

択
校

５
０

～
６

０
大

学
（
１

０
～

２
０

校
増

）
を

予
定

）

○
経

済
的

に
修

学
困

難
な

学
生

に
対

す
る

授
業

料
減

免
等

の
充

実
１

０
２

億
円

(８
６

億
円

)
※

上
記

の
特

別
補

助
の

内
数

経
済

的
に

修
学

困
難

な
学

生
を

対
象

と
し

た
授

業
料

減
免

等
を

行
う

大
学

等
へ

の
支

援
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

学
生

の
経

済
的

負
担

軽
減

の
た

め
に

多
様

な
支

援

策
を

講
じ

る
大

学
等

を
支

援
す

る
。

（
減

免
対

象
人

数
：
約

1
.0

万
人

増
（
2
8
年

度
：
約

4.
8
万

人
→

 2
9
年

度
：
約

5
.8

万
人

）

【
復

興
特

別
会

計
】

○
被

災
私

立
大

学
等

復
興

特
別

補
助

１
８

億
円

(１
８

億
円

)

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
被

災
し

た
大

学
の

安
定

的
教

育
環

境
の

整
備

や
被

災
学

生
の

授
業

料
減

免
等

へ
の

支
援

を
実

施
。

一
般

補
助

【
２

，
６

８
９

億
円

（
２

，
７

０
１

億
円

）
】

※
私

立
大

学
等

経
常

費
補

助
に

占
め

る
一

般
補

助
の

割
合

は
約

８
５

％

大
学

等
の

運
営

に
不

可
欠

な
教

育
研

究
に

係
る

経
常

的
経

費
に

つ
い

て
支

援
す

る
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

３
,１
５
３
億
円
（
３

,１
５
３
億
円
）

私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化
設
備
整
備
費

１
３
億
円
（

２
３
億
円
）

【
こ
の
ほ
か
、
復
興
特
別
会
計
１
８
億
円
（
１
８
億
円
）
】
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私立高等学校等経常費助成費等補助の概要
平成２９年度予算額 １，０３６億円（１，０２３億円）

○ 一般補助 ８７９億円※（８７２億円）
※子ども・子育て支援新制度移行分を含む

都道府県が、私立の高等学校、中学校、小学校及び幼稚園等の教育に係る経常
的経費について助成する場合、国から都道府県にその一部を補助。

○ 特別補助 １３０億円※（１２４億円）
※被災児童生徒就学支援等事業交付金の一部を含む

私立高等学校等経常費助成費補助金

都道府県が、特色ある取組みや子育て支援に取り組む私立学校に助成を行う場
合、国が都道府県に対してその助成額の一部を補助。
①教育の質の向上を図る学校支援経費（２０億円）
②子育て支援推進経費（４５億円）

都道府県が、過疎地域に所在する私立高等学校に助成を行う場合、国が都道府
県に対してその助成額の一部を補助。

私立の高等学校等が、生活保護世帯や家計急変による経済的理由から授業料
の納付が困難となった児童生徒に対し授業料減免措置を行い、都道府県がその
減免額に助成を行う場合、国が都道府県に対してその助成額の一部を補助（高等
学校は、平成２２年度から家計急変のみ国庫補助）。

都道府県が、障害のある幼児が２人以上就園している私立の幼稚園等に特別な
助成を行う場合、国が都道府県に対してその助成額の一部を補助。

○ 特定教育方法支援事業 ２７億円（２７億円）

特別な支援が必要な私立高等学校等に対して、国が所要経費の一部を補助。

私立高等学校等経常費補助

幼稚園等特別支援教育経費 ＜６０億円（５７億円）＞

教育改革推進特別経費 ＜６５億円（６３億円）＞

過疎高等学校特別経費 ＜２億円（２億円）＞

授業料減免事業等支援特別経費 ＜２億円（３億円）＞

※子ども・子育て支援新制度移行分等を含む。
括弧内は２８年度予算額。数字は概数
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平
成
２
９
年
度
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
の
概
要

事
業
概
要

学
校
法
人
立
幼
稚
園
等
の
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
耐
震
化
の
た
め
の
耐
震
補
強
、
耐
震
改
築
、
非
構
造
部
材

の
耐
震
対
策
工
事
に
要
す
る
経
費
と
と
も
に
、
施
設
の
新
増
改
築
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
や
エ
コ
改
修
等
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

対
象
事
業

補
助
率

【
１
／
２
以
内
】

・
地
震
に
よ
る
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
（
I
s
値
0
.
3
未

満
）
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

【
１
／
３
以
内
】

・
上
記
以
外

１
．
耐
震
補
強
工
事

耐
震
補
強
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、
防
災
機
能
強
化

２
．
防
犯
対
策
工
事

門
・
フ
ェ
ン
ス
・
防
犯
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
工
事

３
．
新
築
・
増
築
・
改
築
事
業

新
築
、
増
築
、
耐
震
改
築
、
そ
の
他
危
険
建
物
の
改
築

４
．
ア
ス
ベ
ス
ト
等
対
策
工
事

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等

５
．
屋
外
教
育
環
境
整
備

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
等
の
整
備

６
．
エ
コ
改
修
事
業

太
陽
光
発
電
の
設
置
、
省
エ
ネ
型
設
備
の
設
置

平
成
2
9
年
度
予
算
額

5
0
2
百
万
円

平
成
2
8
年
度
予
算
額

５
０
１
百
万
円

平
成
2
8
年
度
2
次
補
正
予
算
額

3
,0
0
6
百
万
円
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私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
（
利
子
助
成
）

①
学
校
法
人
等
が
実
施
す
る
危
険
建
物
と
認
定
さ
れ
た

旧
耐
震
基
準
の
施
設
の
改
築
・
改
修
事
業

②
大
学
附
属
病
院
の
改
築
事
業

利
子
助
成
対
象
事
業

・
私
学
事
業
団
の
融
資
を
利
用
し
た
場
合
、
利
息
の
一
部
を

国
か
ら
助
成

・
助
成
を
受
け
る
に
は
、
学
校
法
人
等
か
ら
文
部
科
学
省
へ

申
請
が
必
要

対
象
事
業

期
間

①
危
険
建
物
と
認
定
さ
れ
た
旧
耐
震
基

準
の
施
設
の
改
築
・
改
修
事
業

２
０
年
間

②
大
学
附
属
病
院
の
改
築
事
業

１
０
年
間

利
子
助
成
率

※
利
子
助
成
率
が
０
％
以
下
の
場
合
は
適
用
な
し

対
象
学
校

利
子
助
成
率

備
考

耐 震 改 築 事 業

大
学
、
短
大
、
高

専
、
高
校
～
特
別

支
援
学
校

（
１
～
３
年
目
）
貸
付
金
利
と
同
率

（
４
年
目
以
降
）
貸
付
利
率
－
０
．
５
％

Ｉｓ
値
０
．
３
未
満
の
場
合

貸
付
金
利
－
０
．
５
％

Ｉｓ
値
０
．
３
以
上
０
．
７

未
満
の
場
合

専
修
・
各
種
学
校

貸
付
金
利
－
０
．
５
％

利
子
助
成
率
の
上
限

は
０
．
５
％

幼
稚
園
・
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も

園
貸
付
金
利
－
０
．
５
％

補
助
金
の
対
象
と
な
る

も
の

耐 震 改 修 事 業

大
学
、
短
大
、
高

専
、
高
校
～
特
別

支
援
学
校
、
幼
稚

園
、
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園

貸
付
金
利
－
０
．
５
％

・
補
助
金
の
対
象
と
な

る
も
の

・
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
に
つ
い
て
は
、
利

子
助
成
率
の
上
限
は
０
．

５
％

専
修
・
各
種
学
校

貸
付
金
利
－
０
．
５
％

大 学 病 院

老
朽
施
設
の
建
替

貸
付
金
利
－
０
．
５
％

老
朽
施
設
以
外
の

建
替

貸
付
金
利
－
１
．
０
％

利
子
助
成
対
象
期
間

最
低
限
度
額

・
利
子
助
成
の
最
低
限
度
額
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
年
度
に
お
い

て
１
万
円
と
す
る
。

＜
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
よ
る
融
資
＞

・
校
舎
、
校
地
等
の
施
設
の
整
備
に
必
要
な
資
金
を
融
資

・
融
資
率
８
０
％
以
内
（
２
０
％
の
自
己
資
金
が
必
要
）

・
一
般
施
設
費
（耐
震
改
築
・改
修
事
業
）の
貸
付
金
利
０
．
６
％
、
特
別
施
設
費
（大
学
病
院
の
建
替
事
業
）
の
貸
付
金
利
０
．
７
％

※
平
成

29
年

6月
現
在

29
年
度
予
算
額

1,
30

8,
10

2千
円

（
28
年
度
予
算
額

1,
58

7,
47

7千
円
）

私
学
事
業
団

融
資

利
息
の
一
部
を

利
子
助
成

学
校
法
人

元
金
償
還
・
利
息
支
払
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理数教育充実のための総合的な支援

○知識基盤社会における科学技術イノベーションの創出につながる、次代の科学技術を担う人材
を育成するためには、初等中等教育段階からの理数教育の充実が極めて重要。

○国際調査・全国学力学習状況調査等からは、「我が国の理数関係の学力は、国際的に見て高
水準であるものの、児童生徒の理数に対する興味・関心に課題がある」等の結果が見られるた
め、理数科目に対する子供たちの興味・関心を高めていくための教育の推進が必要。

○平成２７年４月実施の全国学力・学習状況調査の理科の結果においては、「観察・実験の結果な
どを整理・分析した上で、解釈・考察し、説明すること」などが課題となっており、観察・実験活動
を重視した理数教育をより一層充実させていくための環境整備の推進が急務である。

○そのためには、観察･実験に係る理科設備の充実を図るとともに、教員にとって負担の大きい実
験の準備・調整等の業務を軽減し、教員が仮説をもとにした計画の立案、結果の考察を含む観
察・実験の指導に注力できる指導体制を整える必要がある。

物
的
支
援

人
的
支
援

理科教育設備の整備 理科教育における
観察・実験の支援

背景

観察・実験活動の質の向上をはじめとした理数教育の
充実のため、人的・物的の両面にわたる

総合的な支援を実施

平成２９年度予算額 ：1,991百万円
（平成２８年度予算額 ：2,034百万円）

理科観察実験支援事業
【2.4億円】

（国庫補助事業：理科教育設備整備費等補助金）

公・私立の小・中学校等の設
置者に対して、理科の補助員
（観察実験アシスタント
（PASEO）の配置に要する経
費の一部を補助。

・補助の対象

小学校、中学校（中等教育学校

の前期課程を含む）における理科
の観察・実験に使用する設備の準
備・調整等を行う補助員（観察実験
アシスタント(PASEO）の配置にか
かる経費

・補助率
1／3

・補助事業者
地方公共団体、学校法人

観察・実験活動を
通じて、児童生徒の
科学的な思考力、
判断力、表現力等
の資質・能力の育成

理科教育設備整備費補助
【17.4億円】

（国庫補助事業：理科教育設備整備費等補助金）

「理科教育振興法」に基づいて、
公・私立の小・中・高等学校等の
設置者に対して、理科教育等設
備の整備に要する経費の一部
を補助

・補助の対象

小学校、中学校（中等教育学校の前
期課程を含む）、高等学校（中等教育
学校の後期課程を含む）及び特別支
援学校における理数教育のための設
備を整備するために必要な経費

・補助率
1／2（沖縄 3／4）

・補助事業者
地方公共団体、学校法人
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１
）
挑
戦
的
な
研
究
の
強
化
・
充
実

学
術
に
変
革
を
も
た
ら
す
大
胆
な
挑
戦
を
促
す
た
め
、
「
挑
戦
的
研
究
」
に
よ
り

い
っ
そ
う
長
期
か
つ
大
規
模
な
支
援
を
実
施
。

２
）
若
手
研
究
者
の
独
立
支
援
の
試
行

「
若
手
研
究
（
Ｂ
）
」
の
新
規
採
択
者
の
う
ち
、
研
究
室
を
主
宰
し
て
研
究
活
動
を

開
始
す
る
者
に
対
し
、
所
属
研
究
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
科
研
費
に
よ
る
重
点
配

分
を
行
う
枠
組
み
を
試
行
。

【
平
成
２
９
年
度
事
業
の
概
要
】

平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
2
2
8
,
3
5
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
2
2
7
,
2
9
0
百
万
円
）

我
が
国
の
研
究
力
強
化
に
向
け
、
多
様
で
独
創
的
な
学
術
研
究
を
振
興
し
、
質
と
量
の
両
面
か
ら
科
研
費
改
革
を
断
行
。

第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
助
成
水
準
を
確
保
し
つ
つ
、
学
術
の
体
系
の
変
革
を
志
向
し
た
挑
戦
的
な
研

究
や
若
手
研
究
者
の
独
立
に
係
る
支
援
を
強
化
。

○
国
際
的
な
研
究
力
競
争
の
激
化
、
科
研
費
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
資
金
需
要
の
増
大

○
研
究
環
境
の
劣
化
（
基
盤
研
究
費
の
縮
減
、
研
究
者
の
独
立
基
盤
の
脆
弱
化
）

○
研
究
者
の
研
究
テ
ー
マ
の
短
期
志
向
、
リ
ス
ク
回
避
傾
向

課
題
・
背
景

【
「
挑
戦
的
研
究
」
の
基
本
的
な
枠
組
み
】

○
大
括
り
し
た
審
査
区
分
の
下
、
よ
り
多
角
的
な
合
議
を
重
視
し
た
「
総
合
審
査
」

を
全
分
野
展
開
し
、
真
に
挑
戦
的
な
研
究
課
題
を
厳
選

○
論
文
等
の
実
績
よ
り
も
発
想
の
斬
新
性
等
を
重
視

◆
上
記
の
取
組
を
着
手
点
と
し
て
、
審
査
シ
ス
テ
ム
改
革
（平
成
3
0年
度
助
成
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
）
と
連
動
し
た
種
目
体
系
の
見
直
し
を
推
進
。

「
若
手
研
究
」
種
目
群

「
学
術
変
革
研
究
」
種
目
群

「
学
術
変
革
研
究
」
種
目
群

「
新
学
術
領
域
研
究
」

３
億
円
程
度
（
年
間
）

「
挑
戦
的
研
究
]

（
開
拓
）
３
～
６
年
5
0
0
～
2
,0
0
0
万
円

（
萌
芽
）
２
～
３
年

～
5
0
0
万
円

「
特
別
推
進
研
究
」

上
限
な
し 「
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
」

1
5
0
万
円
（
年
間
）

「
基
盤
研
究
（
Ｓ
・
A
・
B
・
C
）
」

5
0
0
万
～
２
億
円
程
度

学
術
の
変
革
へ
の
挑
戦
を
促
す
科
研
費
改
革

－
新
た
な
種
目
体
系
の
イ
メ
ー
ジ
－

「
基
盤
研
究
」
種
目
群

「
基
盤
研
究
」
種
目
群

「
若
手
研
究
」

5
0
0
万
円

斬
新
な
発
想
に
基
づ
く
研
究
を
支
援
し
、

学
術
の
体
系
や
方
向
性
の
変
革
・
転
換
、

新
領
域
の
開
拓
を
先
導
す
る
潜
在
性
を

有
す
る
種
目
群

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
に
基
づ
い
た
学
問

分
野
の
深
化
・
発
展
を
目
指
す
研
究

を
支
援
し
、
学
術
研
究
の
足
場
を
固

め
て
い
く
種
目
群 若
手
研
究
者
に
独
立
し
て
研
究
す
る
機
会
を
与
え
、
研
究
者
と
し
て
の
成
長
を
支
援
し
、

「
基
盤
研
究
」
種
目
群
等
へ
円
滑
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
種
目
群

3
8
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大
学
等
の
海
外
留
学
支
援
制
度

平
成

29
年
度
予
算
額
：

8,
06

5百
万
円
（
平
成

28
年
度
予
算
額
：

8,
71

2百
万
円
）

目
的
・
概
要

○
派
遣
国
（
長
期
）

○
出
身
国
（
短
期
）

○
派
遣
国
（
短
期
）

順
位

国
名

人
数

１
ア
メ
リ
カ

４
，
６
９
４

２
ｵ
-
ｽ
ﾄﾗ
ﾘｱ

１
，
６
９
０

３
タ
イ

１
，
３
２
５

４
英
国

１
，
２
６
０

５
カ
ナ
ダ

１
，
１
６
９

順
位

国
名

人
数

１
中
国

１
，
８
３
２

２
ア
メ
リ
カ

１
，
２
３
２

３
タ
イ

９
２
６

４
台
湾

８
８
２

５
大
韓
民
国

８
２
８

趣
旨
・
目
的

○
協
定
受
入
・
協
定
派
遣

諸
外
国
の
大
学
等
の
学
生
交
流
の
拡
充
及
び
各
国
間
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善
の
増
進
を
図
る
た
め
、
大
学
間
交
流
協
定
等
に
基
づ
き
、
海
外
の
高
等
教
育
機

関
へ
留
学
す
る
日
本
人
学
生
や
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
で
受
け
入
れ
る
短
期
留
学
生
を
支
援
す
る
。

○
学
位
取
得

我
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
競
争
力
の
強
化
を
促
進
す
る
た
め
、
我
が
国
の
大
学
の
学
生
等
を
世
界
の
最
先
端
の
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
海
外
の
大
学
等

に
留
学
さ
せ
、
学
位
の
取
得
を
支
援
す
る
。

支
援
人
数
・金
額
（平
成
２
９
年
度
）

○
協
定
受
入
・
協
定
派
遣

各
大
学
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申
請

支
援
期
間
：１
年
以
内

・
協
定
受
入
：
１
，
６
０
０
百
万
円
（
５
，
０
０
０
人
）

奨
学
金
月
額
：
８
万
円

・
協
定
派
遣
：
５
，
７
６
６
百
万
円
（２
２
，
０
０
０
人
）

奨
学
金
月
額
：６
万
円
、
７
万
円
、
８
万
円
、
１
０
万
円

過
去
の
支
援
人
数
の
推
移

出
身
国
・派
遣
国
実
績
（平
成
２
７
年
度
）

２
５
年
度

５
，
０
０
０
人
（
受
入
）

１
０
，
０
０
０
人
（
派
遣
）

２
６
年
度

５
，
０
０
０
人
（
受
入
）

２
０
，
０
０
０
人
（
派
遣
）

２
７
年
度

７
，
０
０
０
人
（
受
入
）

２
２
，
０
０
０
人
（
派
遣
）

２
８
年
度

６
，
０
０
０
人
（
受
入
）

２
３
，
０
０
０
人
（
派
遣
）

H
2
5

2
0
0
人

H
2
6

2
5
0
人

H
2
7

2
7
0
人

H
2
8

２
７
０
人

○
協
定
受
入
・協
定
派
遣

○
学
位
取
得
（
大
学
院
）

○
学
位
取
得

支
援
期
間
学
部
４
年
・修
士
２
年
・博
士
原
則
３
年
を
限
度

授
業
料
（２
５
０
万
円
ま
で
）を
支
給

・学
部
学
位
取
得
型
：９
２
百
万
円
（４
５
人
）【
新
規
】※

奨
学
金
月
額
：５
９
千
円
、
７
４
千
円
、
８
８
千
円
、
１
１
８
千
円

・大
学
院
学
位
取
得
型
：５
８
５
百
万
円
（２
５
２
人
）

奨
学
金
月
額
：８
９
千
円
、
１
０
４
千
円
、
１
１
８
千
円
、
１
４
８
千
円

順
位

国
名

人
数

１
ア
メ
リ
カ

８
９

２
英
国

８
８

３
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ

２
０

選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

９
月
中
旬
募
集
開
始
（短
期
・長
期
）

１
０
月
下
旬
申
請
締
切
（短
期
）

１
１
月
中
旬
申
請
締
切
（長
期
）

書
類
審
査
（短
期
・長
期
）

１
月
下
旬
採
否
の
決
定
（短
期
）

面
接
審
査
（長
期
）

２
月
下
旬
採
否
の
決
定
（長
期
）

- 9-



劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業

我
が
国
の
実
演
芸
術
の
水
準
向
上

全
国
的
な
劇
場
・
音
楽
堂
の
活
性
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
再
生

（
2
8
年
度
予
算
額

３
,０
２
７
百
万
円
）

2
9
年
度
予
算
額

２
,９
３
１
百
万
円

我
が
国
の
実
演
芸
術
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
牽
引
力
の

あ
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
行
う
、
国
際
水

準
の
実
演
芸
術
の
創
造
発
信
（
公
演
事
業
）
や
、
専
門
的
人

材
の
養
成
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
を
総
合
的
に
支
援
。

［
支
援
施
設
数
］
：
１
５
施
設

［
支
援
内
容
］
：
事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の

二
分
の
一
を
上
限
に
支
援
。

特
別

支
援

事
業

実
演
芸
術
の
創
造
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

複
数
の
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
複
数
又
は
単
一
の
実
演
芸
術

団
体
等
と
共
同
し
て
行
う
実
演
芸
術
の
新
た
な
創
造
活
動

（
新
作
、
新
演
出
、
翻
訳
初
演
、
等
）
を
支
援
。

［
支
援
件
数
］
：
３
件

［
支
援
内
容
］
：
事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の

二
分
の
一
を
上
限
に
支
援
。

共
同
制
作
支
援
事
業

地
域
の
実
演
芸
術
の
振
興
を
牽
引
す
る
劇
場
・
音
楽
堂

等
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
や
団
体
等
と
と
も
に
行
う
実

演
芸
術
の
創
造
発
信
（
公
演
事
業
）
や
人
材
養
成
事
業
、

普
及
啓
発
事
業
を
活
動
単
位
で
支
援
。

［
支
援
件
数
］
：
公
演
事
業

７
０
件

人
材
養
成
事
業
３
５
件

普
及
啓
発
事
業
３
５
件

［
支
援
内
容
］
：
事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の

二
分
の
一
を
上
限
に
支
援
。

活
動

別
支

援
事

業

劇
場

･
音

楽
堂

等
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
事
業

劇
場
・
音
楽
堂
等
相
互
の
連
携
・
協
力
を
促
進
し
、
国
民

が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
関
わ
ら
ず
等
し
く
実
演
芸
術
を
鑑

賞
で
き
る
よ
う
、
実
演
芸
術
団
体
が
企
画
制
作
す
る
巡
回
公

演
に
対
し
支
援
。

［
支
援
件
数
］
：
長
期
公
演

２
件

通
常
公
演

５
０
件

多
言
語
対
応
公
演

１
０
件

［
支
援
内
容
］
：
巡
回
公
演
実
施
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、

旅
費
及
び
運
搬
費
を
支
援
。

（
多
言
語
対
応
公
演
は
、
翻
訳
料

及
び
字
幕
板
賃
借
料
を
含
む
。
）

「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
(平
成
2
4
年
6
月
公
布
･施
行
)」
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
文
化
拠
点
で
あ
る
劇
場
・
音
楽

堂
等
が
行
う
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
等
の
実
演
芸
術
の
創
造
発
信
や
専
門
的
人
材
の
養
成
、
普
及
啓
発
の
た
め
の
事
業
、
劇
場
・
音

楽
堂
等
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
資
す
る
事
業
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
地
域
の
核
と
し
て
文
化
の
発

信
を
牽
引
し
、
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
据
え
た
文
化
事
業
の
実
施
に
向
け
、
劇
場
・
音

楽
堂
等
が
行
う
地
域
の
多
彩
な
文
化
を
発
信
・
体
験
で
き
る
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
へ
の
発
信
力
強
化
を
図
る
。

劇
場

･
音

楽
堂

等
基

盤
整

備
事

業

劇
場
・
音
楽
堂
等
に
お
い
て
実
演
芸
術
に
関
す
る
活
動

や
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
事
業
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行

わ
れ
る
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
、
各
種
情
報
提
供
や
研
修
、

調
査
研
究
を
実
施
。

［
研
修
内
容
］
：
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修

舞
台
技
術
職
員
研
修

ス
タ
ッ
フ
交
流
研
修

事
業

概
要

事
業

内
容

撮
影
：
篠
山
紀
信

撮
影
：
池
上
直
哉
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４
７
３
百
万
円

○
調
査

○
史
跡
等
保
存
活
用
計
画
策
定

○
天
然
記
念
物
再
生
事
業

○
天
然
記
念
物
食
害
対
策

等

３
０
５
百
万
円

○
外
観
等
の
美
装
化

１
１
，
５
６
９
百
万
円

○
調
査

○
保
存
修
理

○
防
災
施
設
等

○
近
代
化
遺
産
等
重
点
保
存
修
理

建
造
物

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
等
の
た
め
の
各
種
事
業
に
対
し
て
補
助
を
実
施

国
宝
・
知
恩
院
本
堂

１
，
０
２
２
百
万
円

○
調
査

○
保
存
修
理

○
防
災
施
設

○
保
存
活
用
整
備

４
４
４
百
万
円

○
文
化
財
建
造
物
等
の
保
存
計
画
策
定

○
公
開
活
用
に
資
す
る
施
設
設
備
の
整
備 等

美
術
工
芸
品

重
文
・
二
条
城
二
之
丸
御
殿
障
壁
画

記
念
物

４
１
１
百
万
円

○
伝
承
・
公
開

１
，
５
２
３
百
万
円

○
調
査

○
保
存
修
理

○
防
災
施
設
等

○
買
上

文
化
財
建
造
物
等
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
事
業

伝
統
的
建
造
物
群

２
，
９
９
１
百
万
円

○
発
掘
調
査
等

２
６
３
百
万
円

○
重
要
文
化
的
景
観
保
護
推
進

無
形
文
化
財

埋
蔵
文
化
財

３
４
６
百
万
円

○
調
査

○
修
理
・
防
災

○
伝
承
・
活
用
等

○
保
存
活
用
整
備

民
俗
文
化
財

１
４
０
百
万
円

○
管
理
費

文
化
的
景
観

指
定
文
化
財
管
理

３
９
１
百
万
円

○
選
定
保
存
技
術
の
保
存
・
伝
承

文
化
財
保
存
技
術

５
６
５
百
万
円

○
展
示
・
情
報
発
信
施
設
の
設
備

○
普
及
啓
発

等

地
域
の
特
色
あ
る

埋
蔵
文
化
財
活
用
事
業

６
，
５
２
２
百
万
円

○
史
跡
等
の
復
元
、
整
備

○
普
及
啓
発

等

歴
史
活
き
活
き
！

史
跡
等
総
合
活
用
整
備
事
業

（
2
8
年
度
予
算
額
2
5
,8
0
6
百
万
円
）

2
9
年
度
予
算
額
2
7
,0
6
8
百
万
円

国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
費
補
助
金

特
別
天
然
記
念
物
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

平
戸
島
の
文
化
的
景
観

清
水
寺
三
重
塔

美
し
い
日
本
探
訪
の
た
め
の

文
化
財
建
造
物
魅
力
向
上
促
進
事
業

１
０
０
百
万
円

○
観
光
拠
点
整
備
の
た
め
の

優
良
事
例
の
支
援
等

観
光
拠
点
形
成
重
点
支
援
事
業
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１
地
域
文
化
の
振
興
と
国
際
発
信

①
地
域
に
存
す
る
文
化
財
の
活
用

【
８
０
百
万
円
】

・
地
域
に
存
す
る
文
化
財
の
総
合
把
握
，
情
報
連
携

・
地
域
に
存
す
る
文
化
財
を
活
用
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
等

・
情
報
発
信
，
相
互
連
携
を
目
的
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

②
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
を
核
と
す
る
観
光
振
興

【
１
１
１
百
万
円
】

・
美
術
館
･
博
物
館
の
情
報
発
信
，
相
互
連
携

・
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
促
進

③
多
言
語
化
に
よ
る
国
際
発
信

【
３
０
０
百
万
円
】

・
外
国
語
に
よ
る
展
示
解
説
や
館
内
案
内
板
表
示
の
充
実
・
強
化

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実
・
強
化

・
外
国
語
対
応
可
能
な
人
材
の
確
保
等

地
域
に
存
す
る
文
化
財
の
活
用
，
観
光
振
興
，
多
言
語
化
に
よ
る
国
際
発
信
，
国
際
交

流
，
地
域
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
，
人
材
育
成
等
，
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
を
活
用
・
強

化
す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
が
地
域
の
核
と
し
て
文

化
の
発
信
を
牽
引
し
，
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

事
業
目
的

■
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
第
４
次
基
本
方
針
）
（
平
成
2
7
年
5
月
2
2
日
閣
議
決
定
）

美
術
館
，
博
物
館
，
図
書
館
等
が
，
優
れ
た
文
化
芸
術
の
保
存
・
継
承
，
創
造
，
交
流
，
発
信
の
拠
点
の
み
な
ら
ず
，
地
域
の
生
涯
学
習
活
動
，
国
際
交
流
活
動
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
観
光
等
の
拠
点

と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
，
地
域
住
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
絆
づ
く
り
，
感
性
教
育
，
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
場
と
し
て
そ
の
機
能
・
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
，
次
の
施
策
を
講
ず
る
。

■
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
6
（
平
成
2
8
年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）

文
化
芸
術
立
国
に
向
け
た
新
た
な
政
策
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
必
要
な
機
能
強
化
等
を
通
じ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ザ
イ
ン
等
を
含
め
た
文
化
芸
術
資
源
を
一
層
活
用
し
て
地
域
や
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
効
果
的
な
支
援
、
子
供
の
体
験
機
会
の
確
保
、
担
い
手
の
育
成
、
国
立
文
化
施
設
の
機
能
強
化
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

20
18
等
の
機
会
を
捉
え
た
魅

力
あ
る
日
本
文
化
の
発
信
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
・
継
承
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
等
の
振
興
を
進
め
る
。

■
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6
（
平
成
2
8
年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）

従
来
の
「
保
存
を
優
先
と
す
る
支
援
」
か
ら
「
地
域
の
文
化
財
を
一
体
的
に
活
用
す
る
取
組
へ
の
支
援
」
に
転
換
を
図
る
た
め
、
「
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
20
」
に
基
づ
き
、
文
化
財

単
体
で
は
な
く
地
域
の
文
化
財
を
一
体
と
し
た
面
的
整
備
や
分
か
り
や
す
い
多
言
語
解
説
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、

20
20
年
ま
で
に

1,
00

0事
業
程
度
実
施
し
、
日
本
遺
産
を
は
じ
め
、
文
化
財
を
中
核

と
す
る
観
光
拠
点
を
全
国

20
0拠
点
程
度
整
備
す
る
。

（
事
業
例
）

発
掘
調
査
体
験
ゲ
ー
ム

（
事
業
例
）

参
加
型
展
示
制
作

２
地
域
と
共
働
し
た
創
造
活
動
の
支
援

【
３
２
９
百
万
円
】

地
域
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
，
学
芸
員
等
の
招
へ
い
・

派
遣
，
障
害
者
の
芸
術
活
動
支
援
，
子
供
を
対
象
と
し
た
取
組
等
を
支
援

事
業
内
容

■
補
助
事
業
者

美
術
館
・
歴
史
博
物
館
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
等

■
補
助
金
額

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
定
額

■
積
算
件
数

１
２
６
件

（
参
考
）

地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業

平
成
２
８
年
度
：
１
０
７
件

(新
規
)

２
８
年
度
要
求
額
１
，
３
３
８
百
万
円

３
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
重
点
分
野
の
推
進
支
援

【
３
０
０
百
万
円
】

我
が
国
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
係
る
諸
課
題
の
う
ち
，
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
に

関
わ
る
緊
急
的
か
つ
重
点
的
な
分
野
等
の
取
組
を
支
援

（
2
8
年
度
予
算
額
１
,３
１
８
百
万
円
）

2
9
年
度
予
定
額
１
,１
２
４
百
万
円

地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
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（
２
７
年
度
予
算
額

２
,１
４
７
百
万
円
）

２
８
年
度
要
望
額

２
,９
６
９
百
万
円

地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
の
文
化
財
を
、
指
定
、
未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
幅
広

く
把
握
し
、
そ
の
周
辺
環
境
を
含
め
て
、
総
合
的
に
保
存
・
活
用
し
、
観
光
資
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
基
本
的
な
構
想
と
し
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を
策

定
・
改
訂
す
る
た
め
の
事
業
を
支
援

◆
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
支
援

文
化
財
の
悉
皆
調
査
等
の
実
施
や
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
関
係
部
局
や
地
域
住
民

等
と
協
力
し
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

を
策
定
す
る
た
め
の
有
識
者
会
議
の
開
催
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
実
施

（
関
連
文
化
財
群
の
実
地
調
査
）

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業

（
2
8
年
度
予
算
額

２
,１
６
０
百
万
円
）

2
9
年
度
予
算
額

１
,９
０
９
百
万
円

◆
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
情
報
発
信
推
進

（
Ｈ
Ｐ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
）

地
域
の
文
化
財
に
対
す
る
外
国
人
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
正
確
で
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
や
体
制
整
備
等
を
行
う
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

地
方
公
共
団
体
等
が
、
地
域
の
文
化
財
に
対
す
る
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
や
体
制
整
備
等
の
取
組
を
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
支
援

◆
世
界
文
化
遺
産
活
性
化

（
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
）

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
地
域
の
観

光
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
情
報
発

信
・
普
及
・
保
護
活
動
等
を
支
援

「
世
界
文
化
遺
産
｣に
登
録
さ
れ
た
地
域
に
対
し
て
、
情
報
発
信
・
普
及
・
保

護
活
動
の
取
組
等
に
つ
い
て
支
援
し
、
観
光
資
源
の
活
用
を
推
進
。
観
光
庁
と
も

連
携

◆
地
域
文
化
遺
産
活
性
化

地
域
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
後
継
者
養

成
等
に
よ
り
、
文
化
遺
産
の
確
実
な
継
承

基
盤
を
整
え
、
総
合
的
な
情
報
発
信
や
普

及
啓
発
等
の
取
組
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ

と
で
地
域
を
活
性
化
。

（
震
災
後
初
公
開
す
る
「
烏
崎
の
子
供
手
踊
り
」
）

地
方
公
共
団
体
が
、
観
光
等
の
観
点
で
戦
略
的
な
事
業
実
施
計
画
を
策
定
。
当

該
計
画
に
基
づ
き
、
文
化
遺
産
の
保
護
団
体
等
が
行
う
活
用
の
た
め
の
情
報
発

信
・
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
等
の
取
組
、
及
び
地
域
の
文
化
遺
産
継
承
の
た
め
の

取
組
を
支
援
。

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
の
評
価
に
よ
り
さ
ら
に
効
果
的
な
実
施
を
促
進
。

目
的

事
業
概
要

取
組
内
容

■
各
地
に
所
在
す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
芸
術
資
源
を
、
そ
の
価
値
の
適
切
な
継
承
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
振
興
、
観
光
・
産
業
振

興
等
に
活
用
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
文
化
振
興
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
を
推
進
。
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